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　このたび，一般社団法人 中小企業診断協会では，日頃より皆様方にご愛読

をいただいております機関誌『企業診断ニュース』の別冊を発行いたしました。

　本誌の発行は，当協会のブランディング戦略の一環で，中小企業診断士の知

名度向上に向けた取組みの 1 つとして実施したものです。

　中小企業診断士実務補習の受講者の方々をはじめとして，中小企業関係機関

や地域金融機関，さらには大学や連携する他士業の皆様方に対し，私どもの都

道府県協会における職域拡大に向けた取組みや，所属している会員中小企業診

断士への人材育成事業などの特色のある協会活動内容について，広くご理解い

ただくことを目的としております。

　本誌をご覧くださった皆様方にとりまして，中小企業診断士や私どもの都道

府県協会へのご理解の促進に，少しでも役立ちましたら幸いです。

　平成27年 8 月

 一般社団法人 中小企業診断協会　会長　福田　尚好

『企業診断ニュース』別冊の発行にあたって
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若手プロコンが生き生きと活躍している姿に感動！

　プロコンとして活躍中の当協会の会員はわずか10人ほ
どしかいませんが，その中に生き生きと活躍している40
歳代前半の若い会員が 2人います。ともに脱サラ組で，
「公益財団法人いわて産業振興センター」内に平成26年
6 月に設置された「よろず支援拠点」のコーディネーター
（チーフとサブ，全 8人体制）として実績を上げています。
　また，平成23年 3 月の東日本大震災の後，盛岡商工会
議所内に「岩手県産業復興相談センター」が設置された
際には，その要員（40人ほど）のうち 3人を当協会から
出してほしいという要請があり，協会所属のプロコンが被災企業の復興のため
に力を尽くしました。これまでも県やその関係団体，さらには商工団体などの
施策に協会として全面的に協力してきたことが，「会員の活躍の場」として活
かされていることを実感しています。

企業内診断士の勉強会「いわて実践診断士の会」

　 3年前に，当協会に加入している企業内診断士の有志（10人ほど）が，診断士
としての資質向上を目指して「いわて実践診断士の会」を立ち上げました。代表
世話人は，岩手県職員（現職は岩手県立大学事務局企画室長）の山村勉会員です。
　当初はそれぞれの会員が講師となって，自分が勤務している会社や職場など
の紹介や，その中で各自がどのような立場で仕事をしているかなどを紹介する
形で勉強会を実施してきましたが，可能であれば実際に経営診断に挑戦したい
という意欲を持っており，これまでに何度か先輩診断士の指導を受けながら実
施しています。
　 6月27日には宮健会長の「中小企業診断士資格取得50周年記念講演会・祝賀
会」を本会が主催（県協会後援）し，プロコン会員とともに会長の50周年を祝
いました。

岩手県中小企業診断士協会
協会のモットーは「仲間意識の醸成」

伊藤朗（右），星野剛（左）
の両会員

多くの会員が参加した記念講演会50周年記念講演会で講演する宮会長
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆ JR 福島駅前に事務所を開設
　福島県協会では，会員サービスの拡充と事務局体制の強化を目的に，新たに
JR福島駅前に事務所を開設（移転）しました。
　【事務所の概要】
　○　所在地　福島市栄町7-33 錦ビル 4階（JR福島駅東口より徒歩 2分）
　○　連絡先　電話：024-573-6370　　FAX：024-573-6380
　 7 月 4 日には，協会の役員ならびに歴代の会
長・支部長経験者が集まり，事務所開きを催し
ました。事務所には事務局を設置し，約40m2

のフリースペースに30名分のテーブルとイスを
備え，会員を対象とした研修会を定期的に開催
するほか，セミナーや会合用の会議室として，
主に会員向けに貸し出しを行います。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆会員研修事業「診断能力研究会」を開催
　福島県協会では，平成25年度より診断士の活動分野の拡大を図るとともに，
経営支援ノウハウ・スキルの強化を目的とした会員研修事業「診断能力研究
会」を開催しています。初年度となる平成25年度は「事業再生」をテーマに 1
年コースの研修会を開催し，昨年度からは会員が月替わりで講師を務めるスタ
イルで，毎月 1回， 2時間の研修を継続的に開催しています。現在（今年度）
の参加メンバーは24名で，プロコン 6割，企業内診断士 4割という構成です。
　【診断能力研究会の概要】
　○　 9月と 3月を除く毎月第 2土曜日10～12時（年間10回）
　○　参加費用は，全10回分の参加費としてお 1人様10,000円
　今後は，再生可能エネルギーや 6 次産業化，IT

や産業観光など，より具体的かつ実践的なテーマの
研究会を組織していくことで，福島県内の個別中小
企業者，さらには面的な地域経営を支援する専門家
集団としてのさらなるレベルアップを図っていく計
画です。福島県内，さらには福島県を応援してくだ
さる診断士の皆さん，ぜひ福島県協会の活動に参加・参画していただき，福島
県を，そして地方から日本全体を元気にしていきましょう！
 （事務局：小堀 健太）

事務所開き記念写真

研修会の様子

福島県中小企業診断協会
事務所開設および研修会開催のご案内
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆若手の法人格を持ったコンサル会社が多い
　栃木県の根本的に素晴らしい点は，何より
も組織として若手を育成する意識が高いとこ
ろです。協会に与えられた仕事は，若手も含
めて会員に均等に割り振られていきます。時
には若手に積極的に割り振られることもあり
ます。それは，熟練者は自ら仕事を取れるだ
ろうという点を考慮されているからです。
　そういうこともあり，栃木県は法人格を持
ったプロの若手診断士が多く，とりわけ30～40代の診断士は，株式会社を中心
とした法人化を図り，人を採用して雇っているケースが多く見られます。すな
わち，コンサルの仕事だけではなく，一事業者としての位置づけで，自ら人を
採用し，借入も起こし，企業経営を行っている経営者でもあるわけです。また，
コンサルにとどまらず，それを超えて実業を行っている経営者が多いのも，栃
木県の特徴です。
　栃木県では，全国的にも企業再生案件が診断士に割り振られることが多く，
診断士が経営の実力をつけていっています。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆気軽に研究会，飲み会，仕事にも参加できる風潮
　正直な話，栃木県は他県と比較し
て，独立診断士が早く成長できる土
壌を持っている強みがある一方で，
企業内診断士への施策は弱いかもし
れません。
　ただし，どこの県でも同じかもし
れませんが，研究会，飲み会，場合

によっては企業内でも，自分次第で仕事は得られやすい環境と言えます。栃木
県内の仕事は数多くあるためです。
　しかし，どうしても県土が広いために，車での移動時間が 1時間などと，勉
強会に参加するにも距離感があるのは否めません。それでも研究会はいくつか
あり，参加するのは自由です。研究会に参加すれば，必然的に飲み会にも誘わ
れるようになります。研究会に参加することで仕事を得やすい環境にあるのが，
栃木県の強みかもしれません。

栃木県中小企業診断士会
プロコンでは若手＆法人が多く，企業内との飲み会も多い（人による）



7企業診断ニュース　別冊　2015．8 7

プロコン向けのイチ押し！の活動

◆地元ニーズに根ざした受託事業
　埼玉県協会（高澤彰会長）は，県庁近くの事務所に会議室と打ち合わせコー
ナー，専従スタッフを持ち，軽快なフットワークと組織力が強みです。受託事
業への取組みは10数年前，組織で業務を受託する趣旨で，「プロジェクト
2000」を立ち上げたのが発端です。その背景には，地元の商工会議所などから
の， 1人では対応できない仕事には組織で取り組んでほしいというニーズがあ
りました。現在は，渉外部・受託部が中心となり，国・県・市・商工会議所，
県内金融機関，業界団体などから，創業スクールや審査業務など，毎年，多数
の仕事を受託し，その都度，協会内部で担当者を募集して対応しています。
◆プロコンのスキルアップを図るプロコン塾
　プロコンを目指す人のためのプロコンサルタ
ント養成塾と，プロコンのための実践的スキル
の習得や専門分野のスキル向上を目的としたス
テップアップ研修を実施しています。2015年は，
「プロコン塾」，「ものづくりの診断スキルの向
上」，「再生支援研修」，「成功するセミナー講師
養成講座」の 4つの講座を開講しています。

企業内診断士向けのイチ押し！の活動

◆実務従事事業・理論政策更新研修
　2015年より企業内診断士のニーズに応えて，実務従事事業を，埼玉県内の事
業者の協力を得て，春・秋の 2回実施しています。また，年間 3回の理論政策
更新研修では，県内で資格更新に必要な研修を受けることができます。
◆定例会＆研究会活動

　毎月第 3 土曜日の午後に開催する定例会
（ 8 月休会）では，「理事会報告」，「研究会
報告」と研修会を実施しています。研修会は，
「地域の行政や支援団体の方のホットなトピ
ックスの講演」，「会員によるノウハウ提供の
講演」の 2部構成です。17ある研究会も，実
務に即し，定期的に活動しています。定例会
＆研究会は，顔の見えるアットホームな雰囲

気を存分に活かし，仕事の情報交換，互いの学びの機会となっています。
　埼玉県中小企業診断協会　http：//sai-smeca.com

埼玉県中小企業診断協会
地元に根ざした中小企業支援活動を目指して

高澤彰会長（プロコン塾では直接指導も）

会議室での定例会の研修（定員50名）
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

　当協会では，経営改善計画策定支援事業を行っています。すでに100社を超
える企業を支援していますが，すべて県内の金融機関からの紹介企業です。
　本事業では，業況が厳しい企業の実態調査と経営改善計画策定支援を行い，
金融機関に金融支援を求めます。企業再生案件ですので，計画には一定の品質
確保が求められています。少しでも多くの会員に依頼したいという想いから，
担当者の育成と計画の品質保持の取組みを行っています。
①サブ担当の実施……最初はサブ担当として，実績あるメイン担当の下で補助
を行います。また，メインと並行して，自分なりに計画を策定します。この計
画が一定のレベルに達した段階で，メイン担当として案件を依頼します。
②品質委員会の実施……支援中と完成時の 2回，ベテラン会員 2名が計画をチ
ェック。チェックと修正後，初めて金融機関に計画を提示できます。
③勉強会の実施……年に数回，担当者を集めて勉強会を開催し，計画策定に必
要な知識の習得や計画書の事例紹介などを行っています。
　このような取組みを重ねて品質を維持し，金融機関から多大なる信頼を寄せ
られているのです。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

①活発な研究会活動
　当協会では，現在，11の研究会が活発な活動を行っ
ています。各研究会の幹事の方の連絡先，活動実績，
今後の予定は，当協会のホームページで開示しています。また，本年度より新
たな取組みとして，研究会単位で企業内診断士の方を中心とした無料での「実
務補習」を行っています。これらは研究会に積極的に参加してくださっている
方に優先的にお声がけしており，ポイント取得も可能となっています。すでに
計 3社で延べ約25名の方々にご参加いただいています。
②特色ある理論研修
　本年も計 3回実施します。各回とも，必ず，千葉県内の成功事例企業様のご
講演があります。代表者の方ご本人の迫力あるお話は，毎回，ご参加された
方々よりご好評をいただいています。
③新企画「診断士祭り」の開催
　本年11月 7 日 ㈯ に初めての取組みとして，「秋の診断士祭り（仮称）」を企
画しています。会員によるプレゼンテーションや企業経営者による講演などを
実施する予定です。当協会以外の会員の方々のご参加も大歓迎ですので，独立
診断士の方，企業内診断士の方の交流を深める場として，ぜひご活用ください。

千葉県中小企業診断士協会
わくわく千葉県協会！
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

　当協会としてプロコン会員にもっとも望むことは，診断・指導のスキルアッ
プです。現在，プロコン会員の約95％に，協会の受託事業や経営改善計画策定
支援事業に協力していただいていますが，その品質には格差があるため，平準
化に苦労しています。対策として，新規開業者には当初の数件をベテラン診断
士に付いて指導を受けながら，一日も早く一人前になれるよう，教育実務（謝
金は半々）を実施しています。
　協会が受託・契約した事業に問題が起きれば，協会の信用失墜に直結します
ので，プロコン会員一同，十分留意しながら取り組んでいます。幸いにも，当
協会事務局には，40年にわたり県の指導課や関係機関で診断指導に携わり，併
せて30年間，協会事務局業務を担当し，会員の指導を行ってきた専務理事がお
り，各報告書などのチェックを行った後，企業への報告を実施することにして
います。報告書の誤字脱字はもちろん，表現方法，内容の整合性，場合によっ
ては改善事項などの追加も指導しています。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

　当協会員の約70％は企業内診断士ですが，業態別研究部会活動の中で「企業
内診断士部会」，「指導機関診断士部会」への参加を求め，情報交流や意見交換，
研究発表会などを行っており，それぞれの自己研鑽に努めています。
　また，資格更新のための実務ポイントの習得が困難な会員には， 3～ 4名で
の「診断実務従事グループ診断」を年 4～ 5回実施し，ベテラン診断士を指導
員として会員の資格維持に協力しています。

富山県中小企業診断協会
会員のための有効な協会事業の実施
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆受託診断事業を開拓し，独立を支援しています
　福井県協会では，診断士の独立開業を支援するため，公的機関などからの受
託診断，受託事業の開拓に努めています。昨
年は，認定支援機関として，福井県経営改善
センターの計画策定や県中小企業再生支援協
議会案件への参加をはじめ，その他の機関と
連携し，約20名の会員独立診断士の皆さんに
参画いただき，受託実績を上げています。
　また，支援ニーズが高まりつつある介護や
農業分野についても研究会を設け，新たな支援ノウハウの取得に取り組むとと
もに，受託診断につなげるための働きかけも行っています。
　平成27年度は，新たに「売上拡大研究会」を設置し，中小企業の売上拡大に
向けた取組み事例の研究などを通した支援ノウハウの取得に加え，独立診断士
自らの売上拡大についても取り組んでいきたいと考えています。
　福井県内でプロコンとして活躍したい方，当協会の活動に参加しませんか。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆異業種で働く診断士の皆さんの交流と自己研鑽の場を提供しています
　福井県協会には，支援機関，金融機関をはじめ，県内企業に勤務する中小企
業診断士が約50名参加しています。異業種で働く企業内診断士の皆さんの交流
促進と会員同士の支援ノウハウの共有を目的に，毎月の研修会と，研修会終了
後には食事を交えての交流会を開催しています。
　この中で年 2回はオープン例会と名づけ，税理士や弁理士，司法書士などの
企業支援に携わる士業の皆さんにも参加を呼び掛けた合同研修会や交流会も開
催しています。
　また，毎年，視察研修会も実施し，平成26年度は東北を訪問，被災地の復興へ向
けた取組みや観光，街づくりについて，現地で活動する方々にヒアリングを行い

ました。海外視察研修では，タイ・バンコク
を訪問し，福井県内から現地に進出している
企業を訪問，海外展開の取組みや課題，現地
で起こっている問題などについて伺いました。
　福井県内企業にお勤めの診断士の皆さん，
当協会の活動に参加し，人脈づくりと資質向
上を図りませんか。

福井県中小企業診断士協会
新たな仕事づくりとネットワークづくりを応援しています

介護ビジネスについて研修

タイの県内進出企業を訪問
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆企業支援のノウハウ構築と機会の提供
　独立診断士には，企業コンサル
ティング中心のベテランから，資
格取得後，まもなく独立された方，
また支援機関の専門家として活躍
されている方など，経験，能力，
知識，ノウハウなど多様なメンバ
ーがおられます。
　本協会としては，ミラサポを活
用した企業支援，各種補助金の計
画策定の相談，セミナーの講師，

商工会や商工会議所への推薦などで，実務経験を積む機会の提供や，事業再生
研究部会，知的資産経営研究部会などで受託した企業支援をベテラン会員との
チームで支援するなど，実践と品質の確保を両立させるよう取り組んでいます。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆診断実務実習を毎年実施しています
　本協会では，診断技術向上を図
りながら実務従事ポイントを取得
するための診断実務実習を実施し
ております。指導員の先生の下で
4～ 6名のグループを形成し， 2
～ 3ヵ月かけてじっくりと 1つの
企業様を診断しています。そのた
め，診断先の社長様からお礼の花
束をいただいたり，感謝の手紙が
届いたりするなど，非常に充実し
た診断報告書を提供することができています。
　また，参加された会員の皆様からも，「じっくりと時間をかけて診断するこ
とで，それほどの負担なく診断技術の学習ができ，技術力を向上させることが
できた」と嬉しい声をいただいております。なお，参加費用も本協会会員は 1
万円ちょうどと非常にリーズナブルで，企業内診断士の方からはとても喜ばれ
ております。もし，実務ポイント獲得に悩んでいる場合は，ぜひ当協会の診断
実務実習をご検討いただけましたら幸いです。

研究部会の様子

診断実務実習の様子

滋賀県中小企業診断士協会
地域密着・地域創成の一翼を担う中小企業診断士として
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　奈良県中小企業診断士会には，企業再生や事業承継，国際化，セミナー・研
修，マーケティングなど，特定の専門分野に焦点を当てた研究会があり，参加
要件には「プロコン」，「企業内診断士」という区分を設けず，全会員に門戸を
開いています。
　そういった中，イチ押しの活動として，県診断士会における研究会の草分け
的な存在である「奈良活性化研究会」をご紹介いたします。

　奈良活性化研究会は，「中小企業診断協会奈良支部」時代の平成17年に発足
した研究会で，おおむね 2ヵ月に 1度の頻度で県診断士会内外の講師をお招き
してご講演いただく，という形式の定例会を開催しています。
　会の名称には，当時，年々増加していた奈良支部の会員が自主的に集える場
を設け，支部活動ひいては地域の活性化につながれば，との初代幹事の思いが
込められています。

　現在，奈良活性化研究会には県診断士会の半数を超える会員が参加されてお
り，定例会には通常10～20名ほどの出席をいただいています。

最近の講演テーマは，
・奈良の観光活性化を目指して
　～診断士としてのまほろばソムリエの思い～
・中小企業金融の最新動向
・阪神淡路大震災 復興20年
・クラウドソーシングの概要とメリット
・平成27年から変わる相続税制
と，実務に即したものから地域特性や時節を

反映したものなど，多岐にわたるラインナップとなっています。

　また，定例会の後には懇親会も実施しており，
講師との歓談や会員間の情報交換，親睦の場
となっています。都道府県別の単位人口あた
り飲食店数では全国最下位を競う奈良県ですが，
費用対効果の良いお店は結構あり，消費税増
税後も3,000円の懇親会費を維持しています。

　まず，活性化研究会に参加いただき，多くの会員と知り合い，ライブな情報
に接したうえで，自身に合った研究会に参加する，あるいは自ら研究会などを
立ち上げる，と歩を進めていただくことが奈良県診断士会のお勧めです。

奈良県中小企業診断士会
県診断士会会員の過半が参加する老舗研究会
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆プロコン道場で独り立ちをサポート！
　当協会では，平成18年からプロコン道場を開催し，
すでに参加者総数は100名を超え，OB会も開催して
います。当初は座学のみでしたが，参加者の希望も踏
まえ，プロコンによる実務指導も行うようになりまし
た。昨年からは，さらに実務的な研修を通年で実施し
ています。テーマは，①認定支援機関の資格を持つ講
師のもとでの経営計画策定，②セミナー（研修）講師，
③公的機関の依頼による創業支援，④継続的なコンサ
ルティング活動などです。どういった内容の研修を受

けるかについては，研修担当者が希望者と個別に面談して決めます。つまり，
オーダーメイド研修です。この後，担当者は当該業務に従事しているプロコン
に指導を依頼し，研修の詳細を詰めます。平日実施なので，対象者はすでに独
立した方（ 3 年以内）です。研修費用は内容で変わりますが，標準価格は
64,800円にしています。少しでも早く，プロコンとして独り立ちできるようサ
ポートする実践研修です。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆ 4 つの交流会で業界内の横のつながりを強化！
　当協会では，企業内診断士の満足度向上に積
極的に取り組んでいます。その一環として，会
員相互の交流活動として約20を数える登録研究
会活動や， 3つの交流会活動を開催しています
が，そのほかに分科会活動も展開しています。
分科会活動とは，従来の研究会とは別の切り口
でメンバーを構成するもので，①電機業界交流
会，②不動産業交流会，③税理士交流会，④独立希望者（＝いずれ独立する
ぞ！）の会があります。特に電機業界交流会は，原則として現役サラリーマン
の診断士だけで構成されています。弱電メーカーは大阪の地場産業とも言える
存在で，当協会にも多数の診断士が在籍しています。「メンバー同士が経験と
知識を持ち寄り，相互にスキルアップしつつ，業界内の横のつながりを強める
ことにより，関連する中小企業の経営に貢献し，大阪から電機業界を元気にし
よう！」と30名のメンバーが，研究発表シンポジウムや出版活動（予定）など，
外部発信を積極的に進めています。

大阪府中小企業診断協会
診断士ブランディング化の先頭ランナー
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆プロコン育成塾の先駆けとして120名超を輩出
　当協会の「プロコン育成塾」は，今年11期目
を迎えます。診断士協会主催のプロコン養成セ
ミナーとしては全国の先駆けと自負しており，
修了生は130名近くになりました。
　当塾の主な特徴として，次の点が挙げられま
す。①コンサルタントの基本スキルである「聴く」，「話す」，「書く」，「診る」，
「創る」，「獲る」能力を講義や個人ワーク，実習などで習得。②民間主体で活躍
中の講師が，クライアント開拓や商品づくりの実践的なノウハウを，成功例，失
敗例を交えて伝授。③座学と並行して 1人で 1企業を診断し，個別指導や報告演
習会でアドバイスを受け，診断先企業で報告会を実施―。こうした厳しくも温
かい指導と交流の中から，本当のプロを目指す診断士が続々と生まれています。
　一方，公的支援機関の考え方を理解した診断士を増やす狙いで，この 7月か
ら新たに始まったのが会員研修事業セミナーです。こちらもすでに多くの会員
が受講されています。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆年に一度のおまつり，「わっしょい！」が大盛況
　2015年 3 月15日，第 3回企業内診断士まつり「わっしょい！」を開催しまし
た。兵庫県協会で恒例となった当イベント，きっかけは「協会＝プロコンのた
めのもの」というイメージを払拭し，企業内診断士にも積極的に協会活動に参
加してほしい，協会を活用してほしい，というものでした。
　しかし，協会委員会の構成メンバーはプロコン診断士がほとんど。そこで，
「企業内診断士の興味・関心は企業内診断士に聞け」ということで，当協会会
員の企業内診断士で構成される「ビジネスエキスパート研究会」にイベント企
画・運営を依頼，会員研修委員会がサポートする形で 2年前の第 1回開催にこ
ぎつけました。翌年には第 2回も無事開催することができ，当協会の恒例行事

として認知されるようになりました。第 3回は，
県内在住の企業内診断士から協力者を募り，実
行委員会を立ち上げ，ゼロからイベントを再構
成。これまでの講演だけでなく，パネルディス
カッションやワールドカフェも実施しました。
平成27年度も継続開催が決まっています。ご期
待ください。

兵庫県中小企業診断士協会

講師と受講生の真剣なやりとりが行わ
れるプロコン育成塾

ワールドカフェが盛り上がる企業内診
断士まつり「わっしょい！」
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆国や自治体からの積極的な事業受託で，職域拡大を実施
　診断士に「独占業務」はありませんが，岡山県
診断士会では，診断士が優先して事業にかかわる
「実質的独占業務」を年々増やしていく努力を重
ねています。その大きな取組みの 1つが，国や自
治体，支援機関からの積極的な事業受託です。診
断士ならではの価値を発揮し，中小企業支援の領

域では「まずは診断士」と評価され，期待されていくような取組みを重ねてい
きたいと考えています。今年度は事業受託の金額は 2千万円を超える見込みと
なりました。プロコンが「稼げる」ようにすることはもちろんですが，新たに
独立開業する診断士の方々のスタートアップ支援としても，有効に活用してい
きたいと考えています。また，他の士業団体とも積極的に交流し，連携を深め
て一緒に仕事を進めるための活動も続けていきます。「診断士は稼げるんです」
というメッセージを広く発信していきます。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆安心して資格更新ができる環境整備と研究会活動の活発化
　企業内診断士の方々は，会員の中でサイレント
マジョリティになってはいけないと考えています。
どんどん目立っていただきますし，どんどん診断
士会の運営にも声を発していただきます。数的に
もプロコンよりはるかに多数を占める，企業内診
断士の方々のための取組みを強化し，活発化させ
ていきます。
　まずは，企業内診断士の方々の共通の悩み，不安の種である「資格更新」に
ついて，岡山県診断士会として，安心を提供するための環境整備を進めていき
ます。企業内診断士の方々にとって，資格更新時の「実務従事」の日数が大き
な課題となっていることを十分に認識，理解しています。リアルな診断を実施
していただけるような仕組みとルールを作り，「ポイントが取れないから更新
をしない」ということが絶対に起こらないよう，岡山県診断士会として環境を
整備していきます。また，企業内診断士の方々が所属する企業の中で，センタ
ープレイヤーとして活躍していけるよう，研鑽の場としての研究会活動や，大
きな意識づけの場でもある「診断士フォーラム」もさらに充実させていきます。
企業内診断士が「輝ける」よう，全力でバックアップしていきます。

岡山県中小企業診断士会
岡山県診断士会は「新 3 K」を追求しています！
プロコンは「稼げる」，開業間もないプロコンは「食える」，企業内診断士は「輝ける」
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プロコン向けのイチ押し！ の活動

◆毎月 1 回，地元金融機関との共催，無料経営相談会
　多くのプロコンにとっての課題が「受注」だと考えます。そこで地域経済へ
の貢献の意味も込め，金融機関において無料経営相談会を定期的に実施し，会
員の能力開発と受注の機会を創出しています。当協会は金融機関が開催する経
営相談会を「マッチングの機会」と位置づけており，会員は企業との「出会い
の場」として活かせるチャンスが生まれる…というわけです。
　金融機関は相談会に先立ち，コンサルティングニーズのありそうな企業を選
定，協会は会員に対してアドバイザーを募集。そして相談会後は，継続ご支援
の提案書を持参のうえ，診断報告会を行い，新規の受注へつなぎます。財務診
断・営業提案などコンサルタントとしての基本的な業務フローを経験すること
により，会員の実践的な能力アップを図っています。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆企業内でも活かせる「経営コンサルタント養成講座」
　経営コンサルタントとして成功するための考え方とスキル習得を目的として，
2007年から毎年開催している当講座。成功するのに必要不可欠な「人間力」，
「商品力」，「営業力」の 3つの能力は，企業内で活躍するためにも身につけて
おくべきだと考えています。
　概要は，「人間力」は人格と人間的魅力を向上させる，「商品力」はコンサル
ティングメニューの幅と深みを増して活用力を高める，「営業力」は受注力向
上と営業構造づくりに注力する，という内容です。受講後に独立開業した診断
士も多く，かなり実践的な内容が特徴となっています。
　講師は，各分野のエキスパートの方々を全国各地からお迎えしています。
2012年，2013年は埼玉県協会の高澤彰会長に，2014年は長野県協会の瀧澤恵一
会長にご担当いただきました。近隣他県の会員や，会員外の方も多数参加し，
診断士の「人間力」，「商品力」，「営業力」などの向上を目指しています。

香川県中小企業診断士協会
周りから必要とされ，役に立ち，認められる診断士を育成しています

「経営コンサルタント養成講座」の風景。熱
心に受講しています。

20代前半の企業内診断士が，続々と入会し
ています！



17企業診断ニュース　別冊　2015．8 17

プロコン向けのイチ押し！ の活動

　会員に開かれた組織体制と事業体制が構築されています。
◆事業体制
　県協会は下図のような事業体制をとり，事業分野ごとに実務責任者を配置し，
積極的な事業の受託，推進活動を組織的に行っています。プロコン会員は各事
業の構成員として多彩な分野での活躍，育成ができる体制を構築していること
が肝となっています。
　また，平成27年度は自主事業企画委員会を立ち上げ，将来は受託事業＋自主
事業で県協会事業をさらに充実させるよう取り組んでいます。
◆理事会
　定期的に開催される理事会にはオブザーバーとして一般会員も出席しており，
県協会の事業進捗や情報提供が行われています。会員は県協会事業の推進，各
種事業の担当構成員としての情報共有の場となっています。
　プロコンにとっては個の力に加え，県協会の組織の力も兼ね備えた体制とな
っています。

企業内診断士向けのイチ押し！ の活動

◆セミナー講師やプロコン独立支援
　県協会事業はプロコン向けが主体となりますが，
企業内診断士も以下のような事業で活躍しています。
　県協会が受託・主催する各種セミナーにおいて，
講師陣の一員として，企業内診断士の会員も講師を担当しています。
　企業内診断士は，主に土・日，平日夕方開催のセミナーの担当となっていま
す。また，企業や金融機関主催の取引先向けセミナーなどの講師も行っていま
す。企業内診断士は，生産管理，マーケティングなど現場の目線と経験を活か
した講義内容で好評です。
　県協会は，企業内診断士の活躍の場を提供するとともに，独立の支援も行っ
ています。

佐賀県中小企業診断協会
診断士（個）と診断協会（組織力）と関係機関との連携で活動

経営改善事業 創業支援事業 障害福祉
サービス

市・町委託
事業など

実務責任者 実務責任者実務責任者実務責任者

会員（プロコン・企業内診断士）

統括責任者（会長，副会長，専務理事）
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プロコンとして独立している者の割合

17.9%
25.6%

31.3%
26.4%

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%

40歳代 50歳代 30～50歳代30歳代

n＝274 n＝524 n＝579 n＝1377

34.1%

n＝4642 n＝2102

40.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

2005年 2011年

プロコンとして独立している者の割合
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2

1

経営コンサルタント業務を行っている者の経過年数の割合

52.4%52.4%

27.4%27.4%

32.3%32.3%

26.2%

24.5%

20.0% 8.4%

18.0%

16.1%

10.8%

23.2%

21.3%

8.4%8.4%

5.2%5.2%

5.8%5.8%

80% 100%40% 60%20%0%

企業内

プロコン

全体

5年以内 6～10年 11～15年 それ以上 無回答

n＝1200

n＝917

n＝225

売上高（年収）の場合

2005年

2011年

25.0％25.0％

12.5％12.5％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

19.5％ 31.4％ 24.3％ 6.1％6.1％
6.1％6.1％

15.7％ 32.9％ 20.7％

2.1％2.1％

3.6％3.6％

～300 301～500 500～1,000 1,001～2,000 2,001～3,000 3,001～

n＝1207

n＝522

年齢別売上高の割合

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代～

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～300 301～500 50１～1,000 1,001～2,000 2,001～3,000 3,001～

13.3%13.3%

6.8%6.8%

16.7%16.7%

27.9%27.9%

13.3%

18.8%

10.1%

23.8%

34.4%

44.4%

22.2%

31.8%

36.3%

24.6%

20.0%

30.8%

35.7%

17.9%

9.8%

6.7%

12.0%

7.8%

9.4%9.4%

10.9%10.9%

3.9%3.9%

2.4%2.4%

1.6%

2.2%2.2%

3.0%3.0%

1.6%1.6%
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29.6%

～300 301～500 50１～1,000 1,001～2,000 2,001～3,000 3,001～

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～2年

3～5年

6～10年

11～20年

21～30年

31年以上

25.9%25.9%

13.5%13.5%

7.8%7.8%

9.1%9.1%

13.8%13.8%

20.3%20.3%

25.9%

29.7%

16.6%

20.0%

26.6%

29.7%

36.7%

33.2%

23.8%

31.3%

11.1%

18.9%
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26.2%
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8.0%
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7.4%7.4%

6.7%6.7%

7.0%7.0%

6.3%6.3%

15.6%

2.7%2.7%

6.3%6.3%

登録後の経過年数別売上高の割合

10.0%
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仕事内容の公的・民間比率

１～2年

3～5年

6～10年

11～20年

21～30年

31年以上

全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%
公的が高い 中間 民間が高い （無回答，わからないを除く）

30.8%30.8%

40.5%40.5%

23.8%23.8%

30.1%30.1%

29.8%29.8%

32.8%32.8%

30.9%30.9%

14.5%

24.7%

26.5%

21.1%

21.8%

24.9%

22.5%

45.3%

32.9%

47.0%
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46.3%

39.5%

43.5%
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【今回のゲスト】
橋本　尚久（はしもと　なおひさ）
Profile：東京大学大学院理学系研究科修了後，
NEC でシステム開発，新規事業開発，営業企画・
プロモーション業務などに従事。その後アクセン
チュアに転職し，マーケティング，IT 戦略，業
務改革，組織改革などの戦略コンサルティングを
行う。2010年診断士登録後，フリーコンサルタン
トを経て，2012年に株式会社ネクサックを設立。
ビジネススキルなどの企業研修や，マーケティン
グ，業務改革を中心とするコンサルティングを展
開している。関東学院大学経済学部非常勤講師。

　本連載は，プロのコンサルタントの活躍ぶり
をお届けする新企画です。これから独立される
方，すでに独立されている方も楽しんで読んで
いただける内容にしていきたいと思っています
ので，よろしくお願いします。
　記念すべき第 1回目のゲスト・橋本尚久さん
は，逆境を力に変え，自身のステップアップに
活かして活躍している診断士です。どのように
キャリアアップをしてきたか，その変遷をお聞
きしました。

ビジネスの世界はわからない

平井：最初の職場が NECということですが，
大学ではどのようなことを学ばれたのですか。

橋本：宇宙に興味があり，天文や惑星の研究を
する「地球惑星科学」を専攻し，火星の研究
をしていました。  

　火星は，探査機が飛んでいて，データをと

りやすいんです。スーパーコンピュータを利
用して条件を入れ，その気象を再現するシミ
ュレーションをし，その結果と探査機の結果
を突き合わせて予報精度を上げる研究をして
いました。

平井：もともとパイロットになりたかったそう
ですね。

橋本：はい。理系で大学院まで進んだので，ビ
ジネスの世界がわかりませんでした。ビジネ
スは常に変化があり，新しい問題にぶつかる
ので，日々勉強していかないといけない一方
で，パイロットなら，操縦がわかれば後は勉
強しなくていいんじゃないか，なんて甘く考
えていたんです。  

　花粉症も虫歯もなく，視力も裸眼で1.5あ
りました。面接筆記もクリアしたのですが，
精密な身体検査で落ちてしまいます。理由は
非公開でしたが，おそらく三半規管が弱いこ
とが影響したのかなと思います。

平井：ということは，宇宙の研究をしていたけ
れど，宇宙には…。

橋本：絶対に行けませんでしたね（笑）。
平井：NECを選んだきっかけは何ですか。
橋本：大学院でコンピュータを利用したシミュ
レーションをしていましたし，ウィンドウズ
PCやインターネットが普及し始めた頃だっ
たので，ITの世界が面白いと感じていました。
大学院で利用していたスーパーコンピュータ
が NEC社製だったこともあり，親近感もあ
って NECへの入社を決めました。

直 撃

プロコンライフ！

連載 第 1回

インタビュアー：平井彩子（中小企業診断士）
photos by Erika Sasaki
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不安や疑問を力に変える

平井：仕事は充実していましたか。
橋本：新卒で配属後，銀行系のシステム開発を
担当することになります。IT系の資格も積
極的に取得し，システムエンジニアの仕事を
たくさん経験させていただきました。プロジ
ェクト単位で，チーム一丸で成果を出してい
くワークスタイルはとても楽しく，充実して
いました。  

　ただ 2年ぐらい経ったときに，顧客の要件
からシステム開発を具体化していく流れより
も，世の中にインパクトを与える新しい事業
を生み出す仕事にチャレンジしたいという思
いが芽生えてきました。そんな矢先に，NEC

の研究所が開発した新技術を活かし，市場で
売れる形にソリューション化して新事業を生
み出すことをミッションとする，市場開発推
進本部という部署が人材公募をかけていたた
め，即決で応募し，異動が実現しました。

平井：市場開発推進本部では，どのようなこと
で苦労しましたか。

橋本：苦労は多かったですが，それが診断士資
格の勉強を始めるきっかけになりました。新
しい部署は，自社の技術を世の中に新事業と
して提供していく仕事でしたから，マーケテ
ィングや収支計画をはじめとする経営戦略を
広く知っている必要がありました。ITのこ
とは勉強してきましたが，異動していくつか
の事業開発を経験したときに，自分のスキル
ではこの部署で十分な成果を出せていないと
悩むようになりました。いまのうちに，自己
啓発としてこれらの勉強をしなければと思っ
ていたときに，診断士資格と出会ったのです。

平井：それは，異動してどのくらい経ってから
ですか。

橋本： 1年くらいですね。勉強を始めると，経
営の知識を深めることが面白いと思うように
なると同時に，コンサルタントという職業に
興味を持ち始めました。システムを活用した
問題解決も楽しかったのですが，システムに
こだわらずに経営の視点で，お客様にとって

の最適解をゼロベースで考える仕事に挑戦し
たいと思うようになりました。

平井：もともとは，仕事に活かそうと思って勉
強を始めたものの，勉強をしてみたら，コン
サルタントに興味を持ち始めたのですね。

橋本：そうなんです。システムや自社製品に縛
られないソリューションを提供したいと思う
ようになりました。そこで，資格の勉強と並
行しながら，経営コンサルファームのアクセ
ンチュア戦略グループに転職しました。

平井：その頃は，独立を考えていましたか。
橋本：まったく考えていませんでしたね。学生
時代は理系で，ビジネスや経営がわからない
というコンプレックスがありました。だから，
歯を食い縛ってコンサルティング業界につい
ていけば，そのコンプレックスを克服できて，
キャリアの選択肢も広がるだろうと思ってい
た程度です。

平井：そういった不安感が，前進する力につな
がっているんですね。アクセンチュアは厳し
いイメージですが，いかがでしたか。

橋本：覚悟はしていたものの，最初の半年は地
獄の日々でした。先輩には，「これまでの 3
倍の仕事を， 3倍のスピードで， 3倍の品質
でやらないと価値はない」と言われました。
その頃は，コンサルタントのワークスタイル
に，身体，心，頭がついていけませんでした。
本当に満身創痍だったのを思い出します。

平井：そのような中で，モチベーションの源泉
は何でしたか。
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橋本：最初の半年は，とにかく落ち込んでいま
した。でも，中途入社組で集まって近況報告
をする機会があり，皆が同じ悩みを抱えてい
ることを打ち明けて共感が生まれました。自
分だけが落ちこぼれているわけじゃないと，
前向きに考えられるようになったんです。  

　また，半年を過ぎると，しだいにコンサル
タントとして自信を持って発言できるように
なり，やりがいも大きくなってきました。特
に，お客様が自分を見てくれるようになった
ことで，自身の成長を感じられたことが，モ
チベーションの一番の源泉でしたね。

準備ゼロ，人脈ゼロからの独立

平井：独立を考えたきっかけは何でしたか。
橋本：転職するときに，逃げずに 3年は続けよ
う，その間に，診断士試験にも合格しようと
考えていました。その両方を2010年に達成し
たとき，次のステップを考え始めようと思っ
たんです。  

　当時は景気も悪く，日本企業の寂しいニュ
ースが多かったので，元気な会社を増やした
いと思うようになりました。せっかく資格を
取得したのだから，中小企業の役に立てるよ
うになりたいと思い，独立を決意しました。

平井：資格を取得したてでの独立は，大変だっ
たのではありませんか。

橋本：忙しい会社にいたので，独立までの準備
ができませんでした。準備のために会社を辞

めたようなものでしたね。準備も人脈もほぼ
ゼロからのスタートでした。

平井：どのような営業活動を始めたのですか。
橋本：人脈がないので，診断士が参加する研究
会やセミナーには積極的に参加していました
ね。その中で，先輩診断士からアドバイスや
仕事をいただくようになりました。そもそも
自分で請求書を書いたこともなく，契約の仕
方も知らなかったので，独立診断士の仕事の
仕方をイチから教えてもらっていました。

平井：焦りはありませんでしたか。
橋本：診断士資格を取得できたことと，コンサ
ルティング実務を経験してきたことで，変な
自信があったんですね。

平井：「変な」というのは，どのような意味で
すか。

橋本：大手の有名企業でさまざまなコンサルテ
ィング実務に携わってきたので，特定のテー
マには自信がありましたが，中小企業と大手
企業では求められるニーズが大きく異なるこ
とに気づかされました。アクセンチュアでの
経験とのギャップに， 1年くらいかかって気
づいたんです。金融機関や通信インフラ事業
のコンサルティング経験はありましたが，そ
れらは大手しか存在し得ない事業体です。ハ
イレベルな仕事をやってきたのだから，どこ
でもやっていけると思っていましたが，まっ
たく中小企業のニーズにヒットしないことに
気づいたんです。

平井：その状況をどう乗り越えたのですか。
橋本：自分が挑戦したいこと，できること，そ
して何よりお客様に求められることの 3つが
重ならないとダメだと思い，風呂敷を広げ直
して，可能性のある仕事には何でも手を出し
てみました。最初は診断士仲間にすすめられ
て始めた研修講師の仕事も，やってみると予
想以上に楽しく，充実感があり，高い評価も
いただけました。 3つが重なる領域が見えて
きたのです。コンサルティング実務では中小
にこだわらず，視野を広げて活動しました。
その結果，中堅～大手のお客様からの引き合
いが多く，私も自信を持って価値を提供でき，
3つの領域の重なりを感じられました。
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平井：「これはやらない」と決めず，試行錯誤
しながらも挑戦していったのが良かったので
しょうね。

橋本：そうですね。「専門性を出せ」とよく言
われますが，専門性は自分で意識的に作るよ
りも，周りが決めてくれるものだと感じます。
専門として認めてくれるのは周囲で，その求
めるものに引っ張られる。やっていて面白け
れば，だんだん好きになって極めたいと思う
し，期待に応えていきたいと思う。そうやっ
て，専門領域になっていく気がしますね。

平井：そのような中で，少しずつ業務を拡大さ
れ，昨年 6月に法人化されたのですね。

橋本：研修を行う中で，与えられたコンテンツ
について，スピーカーとして話すことに疑問
を感じるようになったんです。自分が課題の
ヒアリングに携わり，研修を企画し，テキス
トのカスタマイズ，登壇，受講者のフォロー
という一気通貫で行わなければ現場は変わら
ないことを，研修やコンサルティングの実務
で感じるようになったんです。  

　コンサルティングも研修も，コンサルタン
トや講師がいると価値が最大化しますが，そ
の後が続きません。スキルやノウハウが現場
に残る仕事をしたいと思うようになり，同じ
思いを志にできる仲間と組織として動けるよ
う，法人化を決意しました。

平井：会社名の「ネクサック（NEXAC）」には，
どのような意味がありますか。

橋本：「NEXT ACTION」の略なんです。現場
が次の一手を自ら作れるようにしたいという
思いを，そのまま込めました。たまたまです
が，「NEC×Accenture（アクセンチュア）」
の略にもなっていました。どちらの会社も自
分を育ててくれた大好きな会社なので，両社
への感謝と，そこで培ったマインドを忘れた
くないという意味もあります。

「やりたいこと」と「できること」と 
「求められること」が重なる

平井：今後の夢を聞かせてください。
橋本：幸せになる人を増やしたいですね。自分

が幸せでないと相手も幸せになれないので，
まずは自分が幸せになることですが。

平井：幸せとは，何でしょうか。
橋本：自分のやりたいことが誰かに求められ，
それができている状態ですね。私も試行錯誤
でそこを見つけつつありますが，世の中みん
ながそうなれば良いなと思います。そういっ
た世界を実現することが夢ですね。

平井：とても充実していますね。最後に，これか
ら独立する人にメッセージをいただけますか。

橋本：私もそうですが，最初は手探りでも，興
味があることには素直に手を挙げて，チャレ
ンジすることですね。会社が嫌だという理由
で独立するのは失うものが多く，後悔すると
思います。ただ，診断士としていまの環境で
はできない何かをやってみたいという思いが
強いなら，一歩踏み出してみるべきです。準
備も人脈も，必死になる覚悟があれば，独立
後でも十分に間に合うと思います。  

　やりたいことに自信がなくても良いと思い
ます。チャレンジすれば，自信がつきます。
専門性も後からついてきますよ。私も，診断
士としての専門性は何もない状態で独立しま
した。もちろん，多少の不安はありましたが，
独立直後が一番辛いときで，後は必死になっ
た分，実績もスキルも評価も収入も無制限に
上がるだけです。いまが底で，これ以上は下
がらないと思えば，前向きになれますよ。

【取材後記】
　第 1回のゲストは，
自分の世界を狭めず，
さまざまな仕事にチ
ャレンジしながら，
やりたいことを明確
にしていく力の持ち
主，橋本尚久さんで
した。
　華麗な経歴とは裏
腹に，不安や迷いを力に変える姿勢やフットワー
クの軽さは，時代の変化が早い世の中で，コンサ
ルタントとして生き残る必須の力であると感じま
した。今後の活躍も大変楽しみです。ありがとう
ございました。
 （取材日：2013年 2 月 5 日）
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企業内診断士　異業種交流会2013
「飛躍」し続ける企業内診断士

姫野　智子
東京都中小企業診断士協会中央支部

レポート

　2010年 8 月に第 1回が開催されて以来，毎年開
催されている企業内診断士異業種交流会。第 4回
を数える今年は，10社119人が集まり，大盛況の
うちに終わりました。その様子をレポートします。

1 ．開始前から熱気に包まれた会場

⑴　開始前の交流にも，ひと工夫
　会場は，今回の幹事を務めるキヤノンマーケテ
ィングジャパン品川本社内の某会議室。28階の窓
から見下ろす夜景は美しく，しばし目を奪われな
がら会議室へと向かいます。
　会場に入ると，すでに多くの人が集まっており，
あちらこちらから「お久しぶりです」という挨拶
や笑い声が聞こえてきました。

開始前から多くの人が集まり，賑やかに談笑

　よく見ると，各テーブルには「東北」，「東京」，
「九州」といった札があります。司会の方から，
「会の開始まで，ご自身の出身エリアのテーブル
でご歓談ください」とのアナウンスが。私は宮崎

出身のため，「九州」のテーブルに向かいました。
所在なくもじもじしていると，鹿児島や福岡出身
の方々が話しかけてくださり，「宮崎なら，○○
に行ったことありますよ」，「あそこは景色がキレ
イですよね」といった話題に。そこから話も広が
り，しだいに緊張もゆるんで，互いに笑みがこぼ
れます。
　年に 1回の交流会イベントで，知り合いばかり
と話をして終わっては，もったいありません。新
しい人との出会い・交流を促そうとする主催者の
狙いどおり，出身地別に集合したおかげで，開始
前から活発に名刺交換がなされていました。

⑵　いよいよ異業種交流会がスタート
　第 4回のテーマは，「飛躍」。参加した企業内診
断士会は10社です。

【参加した企業内診断士会】
　アサヒグループ，NEC グループ，キヤノン，
清水建設，双日グループ，日本ユニシスグループ，
パナソニック，富士通，三井住友銀行，MBKグ
ループ＜敬称略，五十音順＞

　いずれも名を知られた大企業ばかり。中には，
企業内診断士異業種交流会への参加を機に，企業
内診断士の会を発足させたところもあるそうです。
司会は，キヤノン診断士会の枇榔竜二さんと，同
鈴木佐和さん。美男美女のテンポのよい司会のも
と，会はタイムスケジュールどおりに進行してい
きました。
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司会の鈴木さん（左）と枇榔さん（右）

2 ．企業内診断士異業種交流会の誕生

　さて，そもそも企業内診断士異業種交流会は，
どのような経緯で発足したのでしょうか。その話
に入る前に，「企業内診断士の会の雄」とも言う
べき，アサヒグループ診断士の会の発足について
ご紹介します。

⑴　アサヒグループ診断士の会発足
　同会の発足は2008年。発足に際して，アサヒグ
ループホールディングスの大西隆宏さんは次の言
葉を残しています。
　「診断士に合格後，学習した知識を業務に活か
すことはできたが，せっかく苦労して資格を取っ
たのに，それだけではもったいないと感じた。ま
た，診断士資格の登録更新のために診断業務もや
らなければいけないが，その情報も少ない。同僚
の診断士 2人にそんな話をしたところ， 2人も共
感。まずは皆で集まる機会を作って情報交換をし
てみよう，という話になり，社内で会合を持つこ
とになった」（J⊖net21中小企業診断士の広場「診
断士カレイドスコープ」より）
　このように，同じ思いを抱いていた社内の診断
士仲間が自然と集まり，アサヒグループ診断士の
会が誕生したそうです。
　その後，同会のメンバーが講師となって実施す
る 1泊 2日の社内研修や，社内の診断士受験生の
勉強サポートなどの活動を積極的・継続的に行っ
てきました。発足 2年後には，これらの活動をま
とめた書籍（単行本）も発行しています。

『職業，企業内診断士』著：アサヒグループ診断士の会（同
友館）

⑵　 3 社会談がきっかけで，交流会が発足
　2010年 4 月，NECグループ診断士会を立ち上
げたばかりの馬場美州さん（当時，現在は退職）
と平野恵さんは，アサヒグループ診断士の会の大
西さんを訪ねます。「企業内診断士会の活動をす
るなら，アサヒグループの活動が参考になるから
紹介するよ」と仲介を買って出たのは，パナソニ
ック エコソリューションズ創研の丹田浩司さん
です。この 3社会談が発端となり，2010年 8 月，
第 1回企業内診断士異業種交流会が開催されまし
た。
　この異業種交流会の目的として掲げられたのは，
①異業種の診断士グループがお互いの取組み事例
を披露し合うことにより，各社グループの活動の
ヒントとする，②企業を超えた勉強会など，コラ
ボレーションの方向を探る，③ネットワークを広
げる，といったものでした。
　―あれから 4 年。「 4 年目ともなれば，多少
は会も中だるみしてしまうのではないだろうか」
といった私の予想は，この後に続く各 PJ・診断
士会の活動報告に，見事に裏切られました。

3 ．テーマ「飛躍」にふさわしい活動報告

　会はしばしの歓談をはさんだ後，各 PJ・診断
士会の活動報告へ移ります。

⑴　  気仙沼バルPJ（報告：アサヒ・成塚祐介さん）
　東日本大震災復興支援として「できることから
始めよう」と，2012年 9 月，異業種交流会の診断
士35名で気仙沼を訪問したことから始まりました。
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3 つの商店街をつなぐハブイベントとして，「街
バル」を企画。このイベントは， 3つの商店街を
ハシゴして，食べ飲み歩きをしてもらおう，とい
うものです。2013年 4 月に開催して，好評を博し
ました。10月には第 2弾の実施が決定。「10／ 5 ㈯，
気仙沼でお待ちしています！」と，元気な声で報
告を終えました。

商店街に「気仙沼バル」ののぼり旗がたなびく

⑵　  千葉商科大学 PJ（報告：富士通・高鹿初子
さん）

　2013年 4 月から 3回にわたり，異業種交流会の
メンバーが千葉商科大学と連携して，中小企業診
断士の講座の中での講師と，地元企業向けのセミ
ナー講座を行いました。学生向けの講義は，秋～
冬にも予定。今後は，地元企業と学生をつないだ
企業支援の取組みも行っていきたい，とのことで
す。

300人を超える学生を対象に講義

⑶　NEC 執筆 PJ（報告：NEC・村木麻衣子さん）
　2012年12月に，NECグループ診断士会が発行
した書籍『企業内診断士の可能性』（同友館）に
ついて，発行までの産みの苦しみや，告知の工夫

について報告がありました。同書は，丸善・丸の
内本店週間ベストランキングで第 1位を獲得した
とのこと。会場から拍手が沸き起こります。

丸善・丸の内本店週間ベストランキング 1位

⑷　  清水建設本社見学 PJ（報告： 清水建設・ 
岡本賢さん）

　2012年11月，異業種交流会有志メンバーを対象
に，清水建設本社への見学ツアーを実施。太陽光
を最大限に活用した照明システムや，最新技術を
駆使した耐震構造など，新社屋の紹介がありまし
た。

eco と BCP対策を兼ね備えた清水建設新社屋

⑸　  アサヒグループ社内研修（報告：アサヒ・ 
大西隆宏さん）

　2008年に開催して以来， 5年目を迎えた社内研
修。診断士の魅力を伝え，合格までの勉強方法を
アドバイスします。同社診断士の会メンバーが講
師を務め，毎年30名が受講。その年の合格者が翌
年の研修運営リーダーになるという循環を作り出
しています。かつて受講生だった長谷川知秀さん
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は，「 1 年前は自分と同じ側にいた受講生が，翌
年は講師になっている。合格しないと何も残らな
い，と悔しさを感じたからこそ，合格まで頑張れ
た」。一方，講師を務めた金田政寿さんは，「研修
講師という得がたい経験を得られる。大変だが，
やりがいがあり，自信にもつながった」そうです。
受講生，研修講師メンバー，そして会社にとって
「三方良し」の成果を生んでいます。

研修の様子は，『資格はばたく』（NHK E テレ）でも放映

⑹　  企業内診断士執筆書籍紹介（報告：三井住友
銀行・川居宗則さん）

　異業種交流会に参加している企業内診断士が執
筆した書籍を紹介する中で，2013年 3 月に発行し
た，『TOKYOキラリと光る商店街―専門家が診る
まちづくり成功のポイント』（同友館）の取組
み・活動について報告がありました。

本を片手に報告する川居さん

⑺　  新規・企業診断 PJ メンバー募集（報告：キ
ヤノン・枇榔竜二さん）

　立川にある中小製造業の商品について，用途開
拓・販路開拓を支援する PJのメンバー募集のお
知らせがありました。すでに数名の方から立候補

があったそうです。

スライドにも熱いメッセージ

4 ．次年へバトンタッチ

　各報告を終えた頃には，会も終盤。次回の幹事
である，三井住友銀行＆パナソニックへとたすき
は引き継がれ，盛会のうちに幕を閉じました。

キヤノンのデジカメで全体写真

　2014年には，どんな「飛躍」が見られるのでし
ょうか。いまから待ち遠しく感じる，熱い熱い異
業種交流会でした。

中小企業診断士・AFP。早稲田大学卒
業後，ライブエンタテインメントの会社
に入社。2012年中小企業診断士登録。現
在，経営企画の業務に従事し，IR・株式
管理・財務企画などを担当。趣味はコン
サート・演劇鑑賞（約800公演）。

姫野　智子
（ひめの　ともこ）
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